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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
バ
ン
パ
イ
ア

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
６
１
２
Ｆ

【
作
者
名
】

　
藍
原
瞑
風

【
あ
ら
す
じ
】

　
主
人
公
の
周
り
で
次
々
と
起
こ
る
事
件
、
主
人
公
の
前
に
不
思
議
な
少
年
が
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プ
ロ
ロ
ー
グ

あ
る
雨
の
降
る
夜
の
事
だ
っ
た
彼
女
は
薄
暗
い
道
を
一
人
で
歩
い
て
い
た
。

す
る
と
、
コ
ツ
コ
ツ
と
足
音
が
聞
こ
え
た
。

振
り
向
い
て
も
誰
も
い
な
い
。
そ
し
て
、
彼
女
は
ま
た
歩
き
だ
す
。
ま
た
、
コ

ツ
コ
ツ
と
足
音
が
、
彼
女
に
近
づ
い
て
来
る
。
彼
女
は
走
り
出
し
た
。

し
か
し
、
遅
か
っ
た
。

彼
女
の
ま
わ
り
が
、
真
っ
暗
に
な
っ
た
。
彼
女
の
動
き
が
止
ま
っ
た
。
暗
闇
に

彼
女
は
包
ま
れ
て
い
っ
た
。
彼
女
は
目
を
あ
け
た
。
め
の
ま
え
に
い
た
の
は
西

洋
人
だ
っ
た
。
綺
麗
な
顔
を
し
た
男
。
次
の
瞬
間
、
彼
女
の
く
び
す
じ
に
痛
み

が
は
し
っ
た
。
彼
は
彼
女
の
く
び
す
じ
か
ぶ
り
つ
き
、
彼
女
の
血
を
吸
っ
た
。

こ
れ
が
、
２
分
く
ら
い
続
い
た
。
そ
し
て
、
彼
女
は
、
倒
れ
こ
ん
だ
。

１
 
 
 

青
空

朝
の
６
時
３
０
分
、
僕
は
、
朝
の
日
差
し
で
目
を
覚
ま
し
た
。
僕
は
、
窓
を
開

け
、
雲
一
つ
な
い
青
空
を
見
上
げ
る
。

「
綺
麗
な
青
空
だ
な
ぁ
、
し
か
し
、
な
ん
か
嫌
な
予
感
が
す
る
」
僕
は
、
制
服

に
着
替
え
、
下
に
お
り
た
。

「
お
は
よ
う
、
義
理
父
さ
ん
、
義
理
母
さ
ん
、
美
羽
。
」
そ
う
、
僕
に
は
、
親

が
い
な
い
僕
が
５
才
の
頃
、
両
親
が
自
殺
し
た
。
僕
は
、
一
年
ぐ
ら
い
、
施
設

に
預
け
ら
れ
て
い
た
。

僕
は
、
い
つ
も
独
り
ぼ
っ
ち
だ
っ
た
。
そ
ん
な
、
僕
を
、
拾
っ
て
く
れ
た
の
が
、

明
日
川
家
の
人
達
だ
っ
た
。

「
真
廣
友
愛
？
い
い
な
ま
え
ね
両
親
が
い
な
い
な
ら
ウ
チ
に
来
る
？
よ
し
、
今

日
か
ら
明
日
川
友
愛
よ
、
い
い
わ
ね
」
あ
の
時
の
事
は
決
し
て
忘
れ
な
い
。

「
お
は
よ
う
、
兄
や
ん
」

元
気
い
っ
ぱ
い
の
義
理
妹
、
六
歳
の
美
羽
、
ち
な
み
に
、
僕
は
１
２
歳
。

「
行
っ
て
き
ま
す
」
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、
友
愛
」

僕
は
、
学
校
に
向
か
っ
て
あ
る
き
だ
し
た
。
教
室
の
ド
ア
を
開
け
る
。
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ガ
ラ
ッ
。

「
お
は
よ
う
、
友
愛
、
逢
い
た
か
っ
た
」

い
き
な
り
、
少
女
が
、
僕
に
抱
き
着
い
て
き
た
。

「
お
・
・
・
お
は
よ
う
、
愛
夢
」

彼
女
は
、
僕
の
、
友
達
の
上
原
愛
夢
。

「
お
は
よ
う
、
い
い
天
気
だ
ね
」

二
人
に
近
づ
い
て
き
た
、
少
女
彼
女
も
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
奄
美
婁
衣
。

「
そ
う
だ
ね
。
」

「
る
ー
ち
ゃ
ん
、
僕
か
ら
、
友
愛
と
っ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
」
彼
女
は
、
ニ
コ
ッ
と

微
笑
ん
だ
。

「
あ
っ
、
友
愛
君
、
今
日
の
ニ
ュ
ー
ス
見
た
？
」

婁
衣
が
聞
い
て
き
た
。

「
う
う
ん
、
見
て
な
い
け
ど
」

「
あ
の
ね
、
東
京
の
方
で
、
殺
人
事
件
ら
し
い
の
が
あ
っ
た
ん
だ
っ
て
」

殺
人
事
件
？

「
本
当
、
ど
ん
な
の
？
」

「
な
ん
か
ね
、
殺
さ
れ
た
の
は
朝
倉
麻
里
子
っ
て
い
う
女
性
。
殺
さ
れ
方
が
不

思
議
な
の
、
女
性
の
身
体
に
は
血
が
一
滴
も
な
い
の
、
く
び
す
じ
に
小
さ
な
二

つ
の
穴
が
あ
る
だ
け
な
の
。
」
一
滴
も
血
が
な
い
。

首
筋
に
二
つ
の
穴
。

確
か
に
不
思
議
だ
。

そ
う
い
え
ば
、
な
ん
か
の
本
で
み
た
こ
と
あ
る
ぞ
、
日
本
各
地
で
連
続
殺
人
事

件
が
起
こ
っ
て
被
害
者
に
は
、
血
が
一
滴
も
な
く
て
、
あ
る
の
は
首
筋
に
二
つ

の
穴
、
こ
の
本
だ
と
、
犯
人
は
吸
血
鬼
だ
け
ど
、
こ
の
世
に
吸
血
鬼
な
ん
て
い

る
わ
け
な
い
。
ま
た
、
こ
の
事
件
は
お
き
る
の
か
。
２
 
 
 

夜
空

僕
は
、
そ
の
日
の
夜
、
事
件
の
事
を
思
い
だ
し
、
考
え
て
い
た
。
あ
の
事
件
は
、

ま
た
、
お
き
る
の
か
、
こ
ん
な
こ
と
、
誰
も
、
予
想
出
来
な
い
事
だ
ろ
う
。
僕

は
、
そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
眠
り
に
つ
い
た
。

朝
、
僕
は
、
目
を
覚
ま
し
た
。
カ
ー
テ
ン
を
あ
け
る
と
、
空
は
曇
り
で
ど
よ
～

ん
と
し
て
い
た
。
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「
嫌
な
天
気
だ
な
ぁ
、
も
し
か
し
て
、
ま
た
、
事
件
が
起
き
た
ん
じ
ゃ
」

そ
う
思
い
、
僕
は
、
制
服
に
着
替
え
て
、
下
に
お
り
た
。

ニ
ュ
ー
ス
を
み
る
と
、

「
ま
た
、
事
件
発
生
、
場
所
は
、
群
馬
県
、
」

ま
た
、
起
き
た
、
東
京
、
群
馬
次
は
ど
こ
だ
。

僕
は
、
殺
気
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
。
も
し
か
し
た
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
僕

な
の
で
は
な
い
か
。
頭
が
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

「
ど
う
し
た
の
？
友
愛
、
顔
色
わ
る
い
わ
よ
」

「
ヘ
・
・
・
平
気
だ
よ
。
心
配
し
な
い
で
」

僕
は
、
無
理
に
微
笑
ん
で
見
せ
た
。
学
校
に
行
く
と
、
婁
衣
が
、
声
を
か
け
て

き
た
。

「
友
愛
君
、
ニ
ュ
ー
ス
見
た
？
」

「
う
ん
、
み
た
よ
。
ま
た
、
起
き
た
ん
だ
ね
、
あ
の
事
件
。
」
婁
衣
は
、
う
す

ら
笑
み
を
う
か
べ
、

「
も
し
か
し
た
ら
、
友
愛
君
を
狙
っ
て
る
か
も
ね
。
」

「
え
っ
」

彼
女
は
微
笑
み
な
が
ら
去
っ
て
行
っ
た
。

僕
は
、
彼
女
を
見
つ
め
て
い
た
。
「
友
愛
ー
、
逢
い
た
か
っ
た
ぞ
ー
」

「
愛
夢
、
彼
女
は
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
」

「
？
」

僕
は
、
彼
女
が
、
何
か
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
思
っ
た
。

夜
、
僕
は
、
彼
女
の
事
ば
か
り
考
え
て
い
た
。

彼
女
が
、
バ
ン
パ
イ
ア
？

ま
さ
か
、
・
・
・
で
も
、
そ
う
だ
と
し
た
ら
。

彼
女
は
、
何
が
目
的
な
の
か
。
そ
れ
は
、
わ
か
ら
な
い
。
３
 
 
 
 

転
校
生

僕
は
、
思
い
つ
め
な
が
ら
、
学
校
に
行
っ
た
。

「
お
は
よ
う
、
友
愛
君
、
な
ん
か
ね
、
今
日
、
転
校
生
が
来
る
ら
し
い
よ
」
婁

衣
が
言
っ
た
。

「
へ
ぇ
。
」

僕
の
学
校
に
来
た
人
は
西
洋
人
の
よ
う
な
少
年
。
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「
は
じ
め
ま
し
て
、
デ
ィ
エ
ル
・
マ
カ
ニ
ー
で
す
。
よ
ろ
し
く
」

不
審
な
笑
み
を
う
か
べ
る
少
年
彼
は
何
か
知
っ
て
い
る
。

僕
は
、
そ
う
思
っ
た
。

彼
の
席
は
、
婁
衣
の
隣
、
僕
の
前
だ
。

嫌
な
予
感
が
す
る
。

彼
は
婁
衣
と
や
け
に
親
し
そ
う
に
話
し
て
い
る
。

「
婁
衣
、
学
校
案
内
し
て
く
れ
な
い
？
」

「
い
い
よ
、
」

彼
女
は
そ
う
言
っ
て
、
僕
の
方
を
見
て
、

「
友
愛
君
も
、
一
緒
に
行
か
な
い
？
」
僕
は
、
ド
キ
ッ
と
し
た
。

「
い
や
、
い
い
よ
、
二
人
で
行
っ
て
き
な
よ
」

彼
女
は
、
残
念
そ
う
な
顔
を
し
て
、
去
っ
て
行
っ
た
。

僕
は
、
少
し
ほ
っ
と
し
た
。

何
か
起
き
る
、
僕
は
、
そ
う
思
っ
た
。
何
が
起
き
る
ん
だ
。

夜
、
僕
は
、
あ
の
転
校
生
の
事
を
調
べ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
彼
女
の
事
も
。

「
デ
ィ
エ
ル
・
マ
カ
ニ
ー
、
出
身
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
父
デ
ィ
ル
、
母
エ
マ
ニ

ー
、
」

次
の
一
文
に
、
衝
撃
的
な
事
が
書
い
て
あ
っ
た
。

「
父
は
ｂ
ｌ
ｏ
ｏ
ｄ
一
族
の
一
人
・
・
・
吸
血
鬼
？
、
母
親
は
ル
ー
マ
ニ
ア
人
」

彼
の
、
血
液
に
は
、
吸
血
鬼
の
血
も
流
れ
て
い
る
の
か
。

次
の
日
、
学
校
に
行
く
と
、
僕
の
机
の
と
こ
に
、
デ
ィ
エ
ル
が
い
た
。

「
お
前
の
父
親
の
名
は
、
デ
ィ
ル
、
お
前
の
父
親
は
、
吸
血
鬼
だ
ろ
」

彼
は
、
う
っ
す
ら
笑
み
を
う
か
べ
、

「
よ
く
、
調
べ
て
い
る
ん
だ
ね
」

彼
は
笑
い
な
が
ら
、
去
っ
て
行
っ
た
。
や
は
り
、
あ
い
つ
が
、
吸
血
鬼
彼
は
、

何
が
、
目
的
な
の
か
。
４
 
 
 
 
 
 
 
 

月
夜

そ
の
夜
、
空
に
は
、
ま
ー
る
い
満
月
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
間
、
ま
た
、
事
件
が
、

起
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
僕
は
、
思
っ
た
。

次
は
、
ど
こ
な
の
だ
ろ
う
。
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そ
ん
な
事
を
考
え
な
が
ら
、
眠
っ
た
。

朝
、
僕
は
、
目
を
覚
ま
し
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け
た
。

綺
麗
な
青
空
だ
っ
た
。

下
に
お
り
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
。

「
ま
た
、
あ
の
事
件
、
場
所
は
静
岡
県
○
×
市
○
○
町
で
女
性
の
死
体
を
発
見
、

」何
故
だ
、
こ
こ
か
ら
、
あ
そ
こ
ま
で
は
、
距
離
が
あ
る
。

な
の
に
、
彼
は
、
あ
そ
こ
ま
で
・
・
・
ま
て
よ
、
も
し
か
し
た
ら
、
他
に
も
、

吸
血
鬼
が
、
い
る
の
か
。
僕
は
、
そ
う
思
っ
た
。

ど
の
く
ら
い
い
る
の
だ
ろ
う
か
僕
は
、
学
校
に
行
っ
た
。

「
お
は
よ
う
、
友
愛
君
」

デ
ィ
エ
ル
が
、
話
し
か
け
て
き
た
。

「
も
う
す
ぐ
、
も
う
す
ぐ
だ
よ
友
愛
君
、
君
は
、
私
が
守
る
」

「
何
言
っ
て
る
ん
だ
。
」

「
吸
血
鬼
が
来
る
、
私
と
逃
げ
る
ん
だ
、
吸
血
鬼
は
、
君
を
狙
っ
て
る
」
僕
と
、

彼
は
、
走
っ
て
、
屋
上
に
行
っ
た
。

「
上
に
婁
衣
が
い
る
。
」

ガ
チ
ャ
。

ド
ア
を
開
け
る
と
、
婁
衣
が
、
倒
れ
て
い
た
。

「
逃
が
さ
な
い
よ
、
友
愛
君
」
そ
こ
に
は
、
み
た
こ
と
が
な
い
男
が
立
っ
て
い

た
。

「
友
愛
君
を
よ
こ
せ
、
デ
ィ
エ
ル
」

「
嫌
だ
、
彼
は
、
食
い
物
で
は
な
い
」

「
う
る
さ
い
、
彼
の
血
を
吸
え
ば
、
不
死
身
と
な
る
の
だ
ぞ
」
何
を
言
っ
て
る

ん
だ
？

「
親
父
、
あ
ん
た
と
は
、
一
生
親
子
に
は
な
れ
そ
う
に
な
い
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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